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論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 
 
規矩術のなかでも、日本建築の特長である軒の造形、すなわち、軒出、垂木の勾配、茅負の曲線を設計
する軒規矩術はその中心的な技法である。規矩術に関する研究は、明治以降に行われた歴史的建造物の修
理によって解明が進み、また 1960 年代以降、建築技術書の研究や公刊も進んでいる。本論文は、こうし
た軒規矩について今日知られている技法を再考し、軒廻りの設計技法と変容過程を解明するものである。 
第 1 編では、中世の軒規矩術とその変容過程について、「留先法」という仮説を立て、実際の建物遺構
 で検討し、この仮説が妥当であることを検証している。第2編では、近世の軒規矩術とその変容過程を実
証するために、「引込垂木法」という仮説を立て、当時流布した『大工雛形秘伝書図解』などの書誌資料
に当たっている。その結果、近世の軒規矩術は「引込垂木法」で説明できることを検証し、「引込垂木法」
は「留先法」の欠点を解決した技法と位置付けている。さらに、幕末に著された『独稽古隅矩雛形』では
「引込垂木口脇法」へと変容し、それが今日使われている「現代軒規矩術法」の基礎となったことを示し
ている。 
以上の研究により、平安時代中期から中世までの軒規矩は「留先法」で設計されていること、中世末こ
ろに「引込垂木法」が現れ、近世の大工書はすべてこの軒形式となること、江戸時代末期に軒規矩を隅木
側面に統一した考え方である「引込垂木口脇法」が出現することを明らかにし、日本建築における軒廻り
の設計技法は、「留先法」⇒「引込垂木法」⇒「引込垂木口脇法」⇒「現代軒規矩術法」へと変化してい
ったとの見通しを述べている。 
本論文は、歴史的建造物の軒廻りの設計技法である軒規矩術について、いくつかの仮説を提示し、中世
から近世にかけての変遷を実証的に解明している。申請者は、文化財修理の現場を経験し、規矩術を理解
したうえで、本論文の作成に取り掛かっている。その着眼点、膨大な資料の整理、何よりも難解な規矩術
を正面から取り上げ、新しい仮説の構築に果敢に取り組んだことは高く評価できる。 
「留先法」「引込垂木法」の仮説は、多くの研究者や技術者による検証や批判を経ることで、より完成
度の高い理論に収斂していくことが期待出来る。そして、日本建築の軒の設計、とりわけ歴史的木造建築
（文化財建造物）の修復分野への応用が可能である。 
以上により、審査委員会は本論文が博士（学術）の授与に値するものと認めた。 
